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GC-MS.NMR測定室渡部賢二・福士江里
(技術部作物・分析系共同利用班)

@職場紹介

農学部では昭和45年度文部省科学研究費補助金により大型分析機器のガスクロマト

グラフ ー質量分析計(目立製RMS-4型GC-MS)の購入に続き、次年度同研究費

補助金により核磁気共鳴装置(目立製R-22型NMR、9OMH z)も購入され、農

学部GC-MS及びNMR委員会が発足したo GC-MS  -NMR測定室は昭和60年

度の農学部増改築により設けられたが、その間60MHzNMR、GC-MSの2号機、

3号機、高分解能質量分析装置が設置され、その後昭和62年度には500MHzNM

R、平成3年度には 270MHzNMRが設置された。 GC-MSの1号機、 2号機、

60MHzNMR， 90MHzNMRは既にない。現在GC-MSの3号機 (JEOL 

DX-300)、高分解能質量分析装置 (JEOL 01SG-2)の2台の質量分

析装置と、 500MHz(BRUKER AM-500)、27 0 MH  z ( J E 0 L 

EX-270)の2台の核磁気共鳴装置の計4台が学部共通の分析装置として、農学部

はもとより全学からの測定依頼に応じ、その役割を果たしてきたo

現在、技官は2名0

.仕事内容

依頼測定

質量分析 (MS)装置

測定方法

-EI-MS  

-EI-HR-MS  

-GC-MS  

-GC-HR-MS  

-FD/FI-MS  

-FI-HR-MS  

-FAB-MS 

Direct又は lndirecto

EIのミリマス測定。

揮発性混合物の測定。

GCのミリマス測定O

EIで測定不可能な化合物の測定。

FIのミリマス測定。

FABイオン化法による測定。

-マス・ライブラリ ー ・サーチ EI、GC-MSにおいて、測定データーと類

似度の高いデータをパブリックライプラリの中

から検索。

核磁気共鳴 (NMR)装置

測定方法

・プロトン

.カーボン

・特殊測定

温度可変測定

HGDEC 

NOEDS 

通常測定重水添加デカップリング

COM DEPT 

高温および低温での測定。

溶媒ピークの選択的除去。

NOE差スペクトル。核オーバーハウザー効

果による空間的に近いプロトンの検出。
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HH COSY : lH-1Hシフト相関二次元スペクトル。プロ
トンのネットワークの検出。

HMQC 、CH COSY: lH-13Cシフト相関二次元スペクトル。直
結したプロトンとカ ーボンの結合を検出。

HMBC 、COLOC 向上。二、三結合を介したプロトンとカーボ

のロングレンジ相関を検出。

selective 1 NE P T 特定のプロトンと二、三結合を介したカーポ

ンの検出。

1 NADEQUATE 13C_13C相関スペクトル。カーボンの結合
ネットワークの検出。

NOESY、ROESY NOE相関二次元スペクトル。 NOEによる
プロトンのネットワークを検出。

Tl測定 : 縦緩和時間の測定。

HOHAHA プロトンのネットワークの検出

-多核(lH、13C以外の核)や上記以外の測定法は新しく発表されたものも含め、
必要に応じてパルスプログラムの作成および条件検討を行い依頼測定を受け付

けられるようにするo

@施設、設備、面積等

2.5スパンの中に測定室、ヘリウム回収室、空調機器室があるo
測定室内には下記の三台の分析装置が設置されている。

質量分析装置2台 (JEOL DX-300 、JEOL 01SG-2) 
核磁気共鳴装置1台 (BRUKER AM-500) 
※JEOL EX-270は別の部屋に設置されている O

@悩みや困っていること

近年の分析機器の進歩発展はめざまじく、購入された最先端の機種が数年で古いタイ

プになり、 10年と言わずメーカーの生産ラインからはずされる。交換部品の確保も難
しくなり、中には、保守契約の対象からはずされるものもある O かといって、高価なも

のなので簡単に新機種には更新されない。従って、年数の経った機種は感度や分解能等

の精度をベストに近い状態に保ち、信頼のおけるデーターを得るため、メンテナンスと

新しい手法のサポートに苦心しているo

@今後の方向または希望

学部内はもとより全学からも利用されている共同利用施設として、今後益々その役割

を担って発展させていくために、進歩の速い機器分析の専門知識や技術を修得していく

ことのみならず、機会があれば技術開発、発表も行っていきたい。
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